
 

１ 学校名       山形県立加茂水産高等学校 

２ 活動テーマ名    海を守る人づくり ～山形県海洋教育促進拠点の形成～ 

３－１ 実践の概要・ねらい  

水産海洋基礎の海に関する単元は「世界の海」と「日本の海」に別けられる。「日本の海」は公海・領     

海・ＥＥＺ・日本近海の海流の内容で２ページの記載で終わっている。そこで、「山形県の海」の現状につ

いて新たな単元を開発し、庄内の海を知り、地元理解・海洋教育につなげて行く。 

４－１ 実践計画 

時        学 習 活 動      指導上の留意点 

 

 

１ 

１ 庄内の海 

１）海岸線（北端と南端、地形） 

２）山形の海（秋田・新潟との境界線） 

３）庄内沖の海流 

４）離岸流 

・４～５人のグループ編成にする。 

・配布した地図に記入させ発表させる。 

・秋田沖、新潟沖の境界線がそれぞれ違っている

ことを理解させる。 

・海岸寄りに対馬海流の反流があることを理解さ

せる。 

 

 

１ 

２ 山形県の港 

 １）山形県の港 

 ２）港の種類 

 ３）港の歴史（北前船・明治・大正・昭和） 

・４～５人のグループ編成にする。 

・配布した地図に港を記入させ発表させる。 

・特定港・地方港湾・漁港の説明をする。 

・庄内の港の歴史について触れる。 

 

１ 

３ 庄内の海洋文化 

１）庄内浜の文化 

２）庄内の魚食文化 

（ユネスコ食文化創造都市 鶴岡 ） 

３）庄内浜文化伝道師 

・４～５人のグループ編成にする。 

・庄内の文化・魚食文化について記入発表 

・庄内の祭りと魚食文化についてグループ発表 

・ユネスコ食文化創造都市鶴岡について説明 

・「浜のアバ」について説明する。 

・魚食文化の普及について発表させる。 

教科等との関連 

 庄内浜の文化・魚食文化については、３年生の課題研究でも実施しており、東北公益文科大学と加茂自治

振興会主催の「庄内の達人プロジェクト」に生徒が参加し、地元の知識人や漁協婦人部等の方に聞き書きを

行い、そこで得た情報を元に、県の水産振興課や庄内浜文化伝道師会長のインタビューなどを総合的にまと

めて資料として活用した。 

５－１ 成果と課題 

 山形県の海岸線と山形県の海の境界線については、ほとんどの生徒が知らなかった。また、港についても、

県内すべての漁港をあげることはできなかった。この狭い小さい山形の海で約１３０種類の少量多品種の魚

が水揚げされ、それぞれの季節に旬を迎えた魚が食卓を飾り、庄内の食生活を豊かなものにしていた。現在

は「浜のアバ」もいなくなり、魚食文化が衰退してきている。幸い本校の生徒は魚を釣ったり、食べること

が好きな生徒が多い。魚食文化の普及については、どのような取り組みを行ったらよいか生徒とともに考え

るよい時間となった。 

 山形県の港の歴史・庄内浜の文化・庄内の魚食文化については、まだ、十分な調査ができていない。今後

も調査・聞き取り、資料収集を継続して行きたい。 

 



 

  高校３年 教科 課題研究  テーマ 海洋教育プログラム作成・庄内の魚食文化（ポスター作成） 

３－２ 活動のねらい 

 今年度の海洋教育研究班のテーマは、①小中学生向けのプログラム作成（山形の海・庄内の魚・船舶）と

②庄内の魚食文化について調査し、ポスターを作製することです。海洋教育プログラムの「海」「船」「魚」

は本校の学習内容そのもので、それぞれ、世界・日本・山形（庄内）、特に山形の部分に力点をおいてまと

めている。魚食文化については、国内で唯一ユネスコ食文化創造都市に認定された庄内鶴岡の魚食文化につ

いて調査し、浜文化の伝承と庄内の魅力をさぐることを目的としている。 

４－２ 実施内容 

 週２時間の課題研究の時間を基本に通年実施した。①海洋教育プログラム（山形の海・庄内の魚・船舶）

については、教科書・図書館の蔵書・インターネット等での調査と県水産振興課・山形県水産試験場の協力

を得て調査しまとめている。②庄内の魚食文化については、東京大学海洋アライアンス海洋教育促進研究セ

ンターの指導助言を受け、庄内浜文化伝道師協会会長にインタビューしたり、東北公益文科大学の指導のも

と地元の方々からの「聞き書き」により情報を収集しポスターにまとめた 

浜文化と魚食文化について聞き取り調査 

地域との連携 

 山形県庄内総合支庁産業経済部水産振興課・山形県水産

試験場・庄内浜文化伝道師協会・加茂自治振興会・東北公

益文科大学等との協力により、資料・情報収集を行い連携

を深めることができた。 

５－２ 成果と課題 

 海洋教育プログラムも魚食文化についても、地元の歴史的な書物がほとんど無く、過去のデータも探すこ

とは困難を極めた。どのようにしてテーマに沿った結論・成果を導き出すか、年度当初かなり考えさせられ

た。海洋教育促進センターの指導助言や庄内浜文化伝道師協会会長さんのお話により、魚食文化については

方向性を見い出すことができた。生徒にとっては、１つのポスター（テーマ）を作製するために「海」を題

材とした課題解決型のすばらしい学習ができたものと思う。 

６ 主な連携機関及び内容 

 東京大学海洋アライアンス海洋教育促進研究センター  課題研究「庄内の魚食文化」助言 

 東北公益文科大学       加茂聞き書き「加茂の魚食をめぐる文化」書き起こし指導  



海を守る人づくり ～山形県海洋教育促進拠点の形成～
１年水産海洋基礎 海と親しみ山形の海を知る 3年課題研究 山形県海洋教育促進拠点の形成

【実践のねらい】

庄内の海を知り、地元理解・海洋教育につなげる

○時数 通年 週４時間
○関連 海洋環境
○目標 山形県の海・海流・港・浜文化・魚食文化について

考え、山形県庄内浜の魅力をさぐる

北東北公益文科大学 聞き書き指導
東

とうきょうｄ北とう北

【主な連携機関と内容愛学】

東京大学海洋アライアンス
魚食文化助言

3年生 4月 テーマ設定（２）
5月 調査（８）

6月 水産試験場書籍調査（２）
インタビュー質問事項作成（２）

１１年 山形の海（海流・港・漁業・浜文化）（３）
3年 庄内の魚食文化ポスターＮＯ．２作成

３年 １２月 浜文化について聞き取り調査（３）
3年 海洋教育プログラム 魚・漁業・海作成

1年生 4月 磯採集（２）
1年生 5月 鳥海丸 体験乗船（４日）

１年生 ７月 海洋訓練（５日） ３年 ８月 聞き書き合宿講習会（２日）
３年 １０月 気仙沼高校視察研修（１日）

3年 海洋教育プログラム海・魚・漁業作成
3年 庄内の魚食文化まとめ（６）

3年 庄内魚食文化ポスターＮＯ.3作成最終
（３）

【1年水産海洋基礎】

○磯採集・海洋訓練により海と親しみ海を知ること

ができた

○乗船実習を通して、海の大きさや海流、日の出、日

の入りなど大自然に触れることができた。

○山形の海を通して地元を知ることができた。

○浜文化や魚食文化を通して地元の魅力を知ることが

できた。

【3年課題研究】
○魚食文化調査や海洋教育プログラム作成を通して山形県の

海洋教育の現状を知り、必要性を認識できた。

○魚食文化の調査により、課題解決能力が向上した。

○発表を通して、プレゼンテーション能力が向上した。

1年生 体験乗船作文（２）
１年生 ６月 校内授業公開週間（４）
3年生庄内浜文化伝道師協会会長インタ

ビュー（２）
3年庄内の魚食文化ポスターNO.1作成

（６）

３３年 ８月 海洋教育こどもサミット発表（２日）
３年 １０月 校内ＳＰＨ中間発表（３）
３年 １０月 鶴岡南ＳＳＨ中間発表（２）
１年生 １１月 校内授業公開週間（４）

海洋教育プログラム作成
庄内の魚食文化について調査

○時数 通年 週2時間
○関連 水産海洋基礎
○目標 海洋教育プログラム「海・漁業・魚」作成

庄内の魚食文化ポスター作成・発表

【実践のねらい】

3年 全国海洋教育サミット発表(2日）
3年 鶴南ＳＳＨポスター発表（２）


